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多言語教育の実際と異文化の共存に学ぶ 

 
千葉県立千葉東高等学校 教諭 石井 俊幸 

 
１ はじめに 
 マレーシア人の英語が上手であることや彼らが数カ国語に精通していること

を随分前から知っていた。しかし、私にとって遠い存在だったため、特に注目も

せず過ごしてきた。 
ところが、平成 26 年 12 月５日 SMK BUKIT JELUTONG、平成 27 年９月 18 日 SMK 

SRI SENTOSA が来校し、身近な存在になった。その際、彼らが例外なく多言語を

操れることやマレーシアには様々な民族がいることを引率者から聞き、興味を

持った。全員マルチリンガルである事実は、英語習得で苦労している日本人に

とって驚き以外の何物でもない。どう教育すればそうなるのか？私は残念なこ

とに、そのとき理由を聞きそびれてしまった。また、ムスリムへの対応をするた

めに、本校の歓迎会で出すお菓子もハラール食品にするなど配慮をしたことを

覚えている。実際、女子はヒジャーブの着用者と非着用者がおり、パフォーマン

スでも中華系の踊りをする場面もあり、マレーシアの高校は単一民族で構成さ

れていないことを初めて知った。 

 私は英語教員であり、実用的かつ結果を出せる英語教育に興味がある。その

延長線上と言ってもいいが、上記の背景からも、マレーシア人は何故英語が上

手なのか、何故多言語を話せるのか、多民族がどのように共存しているのか、等

の疑問を持っていた。今回の派遣で表題について見聞すれば、これらの疑問の

答えを見つけることができるのではないか、また日本の英語教育にとっても躍

進の突破口になる可能性があるのではないかと期待し、このテーマを設定した。 
                                     

２ 英語力比較 
 そもそも何を持って英語力が高いと言えるのか、その定義づけは様々あり比

較は難しいが、ネットで TOEFL 比較を調べてみた。「2016 年の TOEFL 英語テスト

のアジア国別平均点・偏差値ランキング」によると、「日本はリーディング：ア

ジア 31 か国中 21 位（偏差値 46）ライティング：24 位（偏差値 41）リスニン

グ：27 位（偏差値 37）スピーキング：最下位（偏差値 27）スピーキングは世界

172 か国中でも最下位」とある。大まかに分類すると、マレーシアはアジアの中

で 2 位グループに、日本は下位グループに位置すると言ってもいい。これはあ

くまで「TOEFL 受験者の比較」であって、「受験者数が違う」ので、厳密に言う

と「国の英語力の比較にならない」という声もある。 

しかし、実際にマレーシアを訪問し、交流校の SMK SEAFIELD の歓迎式や授業

に参加して感じたことは、平均的な日本人の英語力よりマレーシアのそれは比

較にならないほど高い。参観した生物の授業は、教科書も英語、全て英語だっ 
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た。生態系や食物連鎖

について、各班で調べ

た成果をローテーショ

ンでクラスメートに説

明していた。本校生徒

も各班に入り、その発

表を全て聞いて回った

が、マレーシア人の英

語力は非常に高く、そ

の流暢な英語の説明に

ついて行くのに必死だ

った。私は TOEFL の成

績差が示すように、マ

レーシアと日本では英

語力の差は、歴然としていると実感した。 

 

３ 多言語教育の実際 
 
（１）英語が流暢な理由 
 私の表題の核心部分は現地の方の声によるところが大きいと思っていたので

セランゴール州教育機関 (Selangor State Education Department)訪問時に、

時間の制約から質問できなかった時は正直困惑した。しかし、SMK SEAFIELD に

おいて軽食交流の際、現地の先生方と会話する機会があり、ホッとした。マレ

ーシア人が英語を流暢に話せる理由を尋ねたところ、管理職の１人が笑顔でこ

う答えた。「先ず話すこと。話さないで上手くはならない。親も英語を話すの

で、必然的に子供も英語を話す。授業でも英語を学んでいる。」明快な答弁

で、なるほどと腑に落ちた。 

 親も英語を話す理由は、イギリスの植民地政策の産物としてマレーシア人が

イギリス人から英語を学んだと考えられる。歴史的には、ポルトガル、オラン

ダの支配下になった時期もあるが、「1824 年イギリスの統治下に」置かれ、

「1941 年日本軍によるマレー半島侵攻、1945 年大戦終結により再びイギリス

の支配下に」置かれた。「1948 年イギリスの保護国として、マラヤ連邦成立。

1957 年８月 31 日マラヤ連邦独立。1963 年マレーシア連邦成立。1965 年シンガ

ポールがマレーシア連邦から脱退」したが、マレーシアはイギリスに 190 年近

くの長きに渡り、大きな影響を直接受けてきた。現在も 53 あるイギリス連邦

の加盟国の１つでもある。 

 私は日頃から小さな子供は言語の天才だと思っている。なぜなら、１度見聞

きしただけで覚えてしまうことがよくあるからだ。また、発音も聞いたままに

再現できるからである。そのような点において、幼稚園や小学校から早期英語

教育を実施しているマレーシアの政策は、理にかなっていると思う。 
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また、マレー語もアルファベット表記であるため、マレーシア人の英語に対

する垣根は日本人のそれと比べると、はるかに低いと考える。家庭でも、学校

でも、街中でも、誰もが普通に英語を使う環境が整っている。 

 

（２）多言語を話せる理由 
 マレーシアはマレー系、中国系、インド系に加え、先住少数民族のいる多民族

国家であり、「公用語はマレー語であるが、中国語、タミル語、英語は教授言語

となっている。小中学校では、民族別にマレー語、中国語、タミル語が学校によ

って異なって使用されており、いずれの学校でもマレー語と英語が必修科目に

なっている。」つまり、マレー系の人々は少なくともバイリンガルであり、中国

系、インド系の人々は必修言語に自分たちの民族言語を加えると、少なくとも

トライリンガルということになる。これに方言を加算すると、歴としたマルチ

リンガルである。 

事前宿泊研修に来たマレーシアの留学生に聞いてみると、小さい頃から友達

と話すときは、様々な言語が飛び交っていたとのこと。例えば、誰かがマレー語

で話したと思うと、英語、中国語、あるいはタミル語で返し、またマレー語が出

て来たと思うと、別な言葉で会話が続くことに違和感を持たなかったらしい。

ただし、例えば、タミル語を理解できない人がいる場合、その言語を除いて会話

をするなどの配慮はあったとのことである。様々な民族の友達と話をしてきた

留学生の中には、マレー語、英語、中国語とタミル語の４つの主要な言語に加え

て、方言と日本語をしゃべれるという学生もいた。学校で教わっていない言語

も会話することによって、徐々に話せるようになったらしい。日本語は来日し

てから勉強したとのことだが、まさに言語の天才と思えた。 

ところで、先生は何語で授業をするのだろうか？B&S プログラムに参加した大

学生の１人が、先生次第と答えた。すなわち、先生が誰によるかで授業で使用さ

れる言語が異なる。例えば、マレー語、英語、中国語と日常で３カ国語を使う学

校では、特に違和感なく授業を受けているようである。 

 
４ 異文化の共存 
 
（１）四大宗教の共存 
 「マレーシアの国教はイスラム教と定められている。しかし、多民族国家であ

ることから、憲法では信仰の自由が認められている。」このため、「宗教間の対立

もなく、」人々は「平和に共存して」いる。世界中の多民族国家を見ても、人々

が宗教間の争いや対立なく、マレーシアのようにイスラム教、仏教、ヒンドゥー

教、キリスト教の四大宗教が共存しているのは珍しいことだと思う。 
 
（２）多民族文化の共存 
 企業視察で訪問した東京海上ライフの岡部氏は、マレーシア人は優しく友好

的であると私たちに語った。彼によると、大らかで、時間にルーズな一面がある
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ものの、長く何度も食べるなど楽しく生活しようとする特徴がある。 
私はマレーシア訪問前から経験上、英語に精通するようになると、言語の特

徴からか、自己主張する人が多くなるものだと思っていた。しかし、私の視点で

はマレーシア人は、それとはほど遠く、明るく、礼儀正しく、親切で、融和的で

あると思う。治安の良い面も日本に近く、親近感を感じた。 
マレーシア政府観光局のハンドブックによると、「マレーシアの人々は、お互

いの文化を尊重し合う姿勢がしっかりしている」とある。この「異文化に対する

寛容性」のお陰で、それぞれの民族が調和して生活しているのだろう。例えば、

ムスリムへの配慮から、宗教上不浄な豚肉を肉売り場に陳列しない。食べる人

は「ノンハラール店」でそれを買う。このことについてイスラム教徒は、豚肉の

販売や購入について非難したりしない。これが他宗教信者への配慮とも言える。

お陰で、マレー料理、中華料理、インド料理、ニョニャ料理のような多様な食文

化が味わえ、マレーシア文化に深みを与えている。 
余談になるかもしれないが、私はカンポンステイ用のプロフィール用紙を変

更させていただいた。１度提出した後、写真を差し替えることができて、つくづ

く良かったと思う。実は最初、愛犬と一緒に撮影した写真を添付したが、その後

の事前研修でイスラム教の代表的な戒律を学んでみると、犬は不浄な動物にな

ることを知り、ペット抜きで写真を撮り直した。私は、マレーシア人が実践して

いる相手の文化尊重を私自身も実践することができたことで、バングリス村ホ

ームステイに向けて、必要なマナーを守れた気がする。 
 
５ おわりに 
 日本は先進国であるが、マレーシアはどうだろうか？ASEAN の中では、もちろ

ん先進国として主導的な役割を果たしている。言語教育や異文化共存の観点か

ら見ると、最進国と言っても過言ではない。それでは、日本はどうだろうか？外

国語教育という観点から見ると、発展途上国であると認めざるを得ない。日本

人は異文化に対してはどうだろうか？「違いに対して寛容になれないところ」

があるかもしれないが、マレーシア人同様に親切で融和的なので、異文化に目

が慣れてくれば、やがて寛容的になれるような気がする。 
 では、日本人が遅れを取っている英語教育とその改革案について、研修を終

えての私見を述べてみたい。冷静に考えると、マレーシア人にとって英語は親

がしゃべる言語であり、厳密に言うと、外国語ではないかもしれない。マレー語

は公用語であり、みんながしゃべる。中国語やタミル語は民族言語で親がしゃ

べるので外国語ではない。どれも外国語ではないかもしれないが、３～４カ国

語くらい普通に話せるのがマレーシア人の特徴であり、強みでもある。見方を

変えると、日本人が英語を得意ではないのは、親がしゃべれないからであり、日

常生活で使わないからだと考えられる。あるいは、英語教育があまりにも拙い

から。それでは、どうすれば良いのか？例を挙げると、未来の親、すなわち、生

徒が不自由を感じることなくしゃべれるように英語教育を飛躍的に向上させる

方法を実行する。例えば、教育特区を設立したり、言語の天才と呼ばれる児童時
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期における早期英語教育を実施したりする。そのためには、教師の質を高めた

り、ネイティブの先生をもっと雇ったり、日常英語を使う環境を実現したりす

る。あるいは、その環境を求め留学を奨励する。その環境には、英語話者がいる

ことが不可欠である。そのためには、日本においてはビジネスで英語を使う人

が日常的に必要になり、グローバル化が一層進む。思いつくまま案を挙げてみ

たが、実現に何年かかるかわからないほど難しいかもしれない。しかし、私はマ

レーシアの多言語教育の成功例の中に、私たちが発想を変えるだけで、日本の

英語教育にとっても躍進の突破口になる宝石があるのではないかと信じている。 
千葉県国際教育交流事業に参加して、様々な人からマレーシアについて学ん

だり、マレーシア人とお話しする機会を頂いたりしたが、私の中で１番印象的

なことは、SMK SEAFIELD の先生の笑顔の答弁である。英語が流暢な理由は何か？

「先ず話すこと」。話さないで上手くはならない。これは明白な因果関係を示

し、誰もが合点がいく。日本人の英語スピーキング力向上は、この本質的な言葉

を意識した私たち英語教員一人ひとりの実践と生徒の前向きな取組みにかかっ

ていると言っても過言ではない。 
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